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(57)【要約】
【課題】介護サービスに関する入力情報を入力するため
の介護記録者の負担を小さくする介護記録プログラム、
介護記録方法、及び介護記録システムを提供する。
【解決手段】介護記録プログラム３１は、近距離通信可
能な読み取り手段２４に、読み取り手段２４の読み取り
可能範囲内に存在する近距離通信可能な識別部材４０で
あって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別
情報を提供可能な識別部材４０を検出させる第１の工程
と、識別部材４０から提供された識別情報に基づいて、
読み取り手段２４により識別部材４０が検出されている
間、継続的にログイン状態を維持する第２の工程と、ロ
グイン状態において、介護サービスに関する入力情報を
入力可能にする第３の工程と、読み取り手段２４により
識別部材４０が検出されなくなった場合、ログイン状態
を解除する第４の工程とをコンピュータに実行させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　介護記録処理をコンピュータに実行させる介護記録プログラムであって、
　近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する
近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報
を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の工程と、
　前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前記識
別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の工程と、
　前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の工
程と、
　前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を
解除する第４の工程と、
　をコンピュータに実行させる介護記録プログラム。
【請求項２】
　前記ログイン状態において、前記入力情報と識別された前記介護記録者とを対応付けた
介護記録情報を記憶する第５の工程をさらに含む、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項３】
　前記第３の工程において、識別された前記介護記録者により入力可能な前記入力情報が
、前記入力情報の制限について規定した制限情報に基づいて制限される、
　請求項１又は請求項２に記載の介護記録プログラム。
【請求項４】
　前記入力情報に対する入力期限を規定した期限情報に基づいて、前記入力期限を過ぎて
も入力されていない前記入力情報があるか否かを判定する第６の工程と、
　前記入力期限を過ぎても入力されていない前記入力情報がある場合、前記入力期限を過
ぎても入力されていない前記入力情報に関する警告をする第７の工程と、
　をさらに含む、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項５】
　前記第３の工程において、前記介護サービスを受ける複数の介護利用者のうちの２人以
上の前記介護利用者が１つの画面に表示され、
　前記第３の工程において、表示された２人以上の前記介護利用者の各々に対応付けて、
前記介護利用者ごとに、前記介護サービスの内容に関連した１つ以上のタスクが選択可能
に表示される、
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項６】
　前記第３の工程において、レクリエーションタスク、バイタル測定タスク、排泄タスク
、入浴タスク、食事タスク、薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬を飲んだか否かに
関するタスク、リハビリ活動タスク、報告タスク、車の発着タイミングに関するタスク、
睡眠タスクのうちの少なくとも１つのタスクが前記入力情報として選択可能とされ、及び
、選択された前記タスクに応じたサブ情報を前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５に記載の介護記録プログラム。
【請求項７】
　前記第３の工程において、前記タスクに関連する行為を前記介護利用者がしたか否かの
確認方法が前記入力情報として選択可能にされ、
　前記確認方法が、口頭により確認したことと、介護を提供した職員が行為を直接確認し
たことと、確認していないことと、行為を促したのみであることとを含む、
　請求項５又は請求項６に記載の介護記録プログラム。
【請求項８】
　前記第３の工程において、前記レクリエーションタスクが選択された場合、おやつ作り
、カラオケ、花見、脳トレ、風船バレー、及び編み物のうちの少なくとも１つを含むレク
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リエーション項目が前記入力情報として選択可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項９】
　前記第３の工程において、前記バイタル測定タスクと前記入浴タスクとの少なくとも一
方が選択された場合、体温、血圧、脈拍、及び体重のうちの少なくとも１つの測定項目が
前記入力情報として選択可能にされ、
　前記第３の工程において、前記測定項目が選択された場合、選択された前記測定項目に
対応した数値が前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１０】
　前記第３の工程において、前記排泄タスクが選択された場合、便をしたか、尿をしたか
、及び、排泄を促したのかを含む少なくとも１つの排泄項目が前記入力情報として選択可
能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１１】
　前記第３の工程において、前記食事タスクが選択された場合、食事をした時間が前記入
力情報として入力可能とされるとともに、主食と主菜と副菜との少なくとも１つについて
食べた量が前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１２】
　前記第３の工程において、前記薬を飲んだタイミングに関するタスクが選択された場合
、薬を飲んだタイミングが前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１３】
　前記第３の工程において、前記薬を飲んだか否かに関するタスクが選択された場合、薬
を飲んだか否かが前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１４】
　前記第３の工程において、前記リハビリ活動タスクが選択された場合、リハビリ活動が
あったか否かが前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１５】
　前記第３の工程において、前記車の発着タイミングに関するタスクが選択された場合、
車の到着と車の出発とを含む発着の選択肢が前記入力情報として選択可能にされるととも
に、選択された前記発着の選択肢に対応した時刻が前記入力情報として入力可能にされる
、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１６】
　前記第３の工程において、前記睡眠タスクが選択された場合、就寝と起床とを含む睡眠
の選択肢が前記入力情報として選択可能にされるとともに、選択された前記睡眠の選択肢
に対応した時刻が前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項１７】
　コンピュータにより実行される介護記録方法であって、
　近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する
近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報
を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の工程と、
　前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前記識
別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の工程と、
　前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の工
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程と、
　前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を
解除する第４の工程と、
　を含む、介護記録方法。
【請求項１８】
　介護記録システムであって、
　近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する
近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報
を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の手段と、
　前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前記識
別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の手段と、
　前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の手
段と、
　前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を
解除する第４の手段と、
　を備える、介護記録システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、介護記録プログラム、介護記録方法、及び介護記録システムに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　介護施設では、高齢者などの複数の介護利用者に対して、介護を提供する介護提供者に
よって入浴などの様々な介護サービスが提供される。介護サービスが適切に提供されたか
、介護利用者の健康状態に変化がないかなどの様々な情報を適切に管理するため、介護に
関する記録を残すことが求められる。記録の方法としては、特許文献１のように紙に記録
すること、電子的に記録することなどが挙げられる。介護サービスを記録する介護記録者
は介護サービスを提供した介護提供者であることもあるし、他のものであることもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１０１０３６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、紙に記録する場合は、作業量が多くミスが発生しやすく、介護記録者が
誰であるかついて保証ができないという不利益がある。また、スマートフォンなどの電子
機器を使用して記録すると、アイコンを使用して入力作業を軽減するといった工夫がしや
すいが、やはり介護記録者が誰であるかについて保証ができないという不利益がある。
【０００５】
　本発明者は誰が記録したかを正確に把握することができるように、介護記録者の識別情
報を介護記録者に手作業で入力させることを検討した。しかしながら、介護施設では複数
の介護利用者が入居しており、また、介護入力者を含む職員が限られていることから、識
別情報を手作業で入力するのはわずらわしく、他の作業の遅れにつながる。
【０００６】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、介護サービスに関する
入力情報を入力するための介護記録者の負担を小さくする介護記録プログラム、介護記録
方法、及び介護記録システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】



(5) JP 2022-748 A 2022.1.4

10

20

30

40

50

【０００７】
　第１の発明の介護記録プログラムは、介護記録処理をコンピュータに実行させる介護記
録プログラムであって、近距離通信可能な読み取り手段に、読み取り手段の読み取り可能
範囲内に存在する近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当
てられた識別情報を提供可能な識別部材を検出させる第１の工程と、識別部材から提供さ
れた識別情報に基づいて、読み取り手段により識別部材が検出されている間、継続的にロ
グイン状態を維持する第２の工程と、ログイン状態において、介護サービスに関する入力
情報を入力可能にする第３の工程と、読み取り手段により識別部材が検出されなくなった
場合、ログイン状態を解除する第４の工程と、をコンピュータに実行させる介護記録プロ
グラムである。
【０００８】
　この構成によれば、介護記録者が読み取り手段の読み取り可能範囲内に識別部材を配置
するだけで介護サービスに関する入力情報を入力可能なログイン状態にすることができ、
さらに、識別部材を読み取り可能範囲外に移動させるだけでログイン状態を解除すること
ができるので、介護記録者が手入力で識別情報を入力する場合に比べて、入力情報を入力
するための介護記録者の負担を小さくすることができる。
【０００９】
　好適には、第２の発明の介護記録プログラムは、ログイン状態において、入力情報と識
別された介護記録者とを対応付けた介護記録情報を記憶する第５の工程をさらに含む、第
１の発明の介護記録プログラムである。
【００１０】
　この構成によれば、自動的に入力情報と介護記録者とを対応付けた介護記録情報が記憶
されるので、介護記録者が自分の情報を手入力する場合に比べて、介護記録者の負担が少
なく、正確に介護記録情報を記憶させることができる。
【００１１】
　好適には、第３の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、識別された介護
記録者により入力可能な入力情報が、入力情報の制限について規定した制限情報に基づい
て制限される、第１の発明又は第２の発明の介護記録プログラムである。
【００１２】
　この構成によれば、識別された介護記録者により入力可能な入力情報が制限情報に基づ
いて制限されるので、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【００１３】
　好適には、第４の発明の介護記録プログラムは、入力情報に対する入力期限を規定した
期限情報に基づいて、入力期限を過ぎても入力されていない入力情報があるか否かを判定
する第６の工程と、入力期限を過ぎても入力されていない入力情報がある場合、入力期限
を過ぎても入力されていない入力情報に関する警告をする第７の工程と、をさらに含む、
第１の発明から第３の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００１４】
　この構成によれば、入力期限を過ぎても入力されていない入力情報に関する警告がされ
るので、介護の実行の忘れ、又は介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる
。
【００１５】
　好適には、第５の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、介護サービスを
受ける複数の介護利用者のうちの２人以上の介護利用者が１つの画面に表示され、第３の
工程において、表示された２人以上の介護利用者の各々に対応付けて、介護利用者ごとに
、介護サービスの内容に関連した１つ以上のタスクが選択可能に表示される、第１の発明
から第４の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００１６】
　この構成によれば、表示された２人以上の介護利用者の各々に対応付けて、別々に１つ
以上のタスクが選択可能に表示されるので、介護記録者が介護利用者とタスクとの対応付
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けを間違いにくくすることができる。
【００１７】
　好適には、第６の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、レクリエーショ
ンタスク、バイタル測定タスク、排泄タスク、入浴タスク、食事タスク、薬を飲んだタイ
ミングに関するタスク、薬を飲んだか否かに関するタスク、リハビリ活動タスク、報告タ
スク、車の発着タイミングに関するタスク、睡眠タスクのうちの少なくとも１つのタスク
が入力情報として選択可能とされ、及び、選択されたタスクに応じたサブ情報を入力情報
として入力可能にされる、第５の発明の介護記録プログラムである。
【００１８】
　この構成によれば、入力情報としてタスクが選択可能とされ、及び、選択されたタスク
に応じたサブ情報を入力可能にされるので、入力事項を明確にして介護記録者の記録ミス
を発生しにくくしながら、様々なタスクに応じたサブ情報を入力可能にすることができる
。
【００１９】
　好適には、第７の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、タスクに関連す
る行為を介護利用者がしたか否かの確認方法が入力情報として選択可能にされ、確認方法
が、口頭により確認したことと、介護を提供した職員が行為を直接確認したことと、確認
していないことと、行為を促したのみであることとを含む、第５の発明又は第６の発明の
介護記録プログラムである。
【００２０】
　この構成によれば、タスクに関連する行為を介護利用者がしたか否かの確認方法が選択
可能にされるので、介護のし忘れを防止することができ、さらに、排便などの介護を提供
した職員が確認しにくい行為についても情報を収集しやすくすることができる。
【００２１】
　好適には、第８の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、レクリエーショ
ンタスクが選択された場合、おやつ作り、カラオケ、花見、脳トレ、風船バレー、及び編
み物のうちの少なくとも１つを含むレクリエーション項目が入力情報として選択可能にさ
れる、第５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００２２】
　この構成によれば、多様なレクリエーション項目が選択可能にされるので、介護記録者
の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【００２３】
　好適には、第９の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、バイタル測定タ
スクと入浴タスクとの少なくとも一方が選択された場合、体温、血圧、脈拍、及び体重の
うちの少なくとも１つの測定項目が入力情報として選択可能にされ、第３の工程において
、測定項目が選択された場合、選択された測定項目に対応した数値が入力情報として入力
可能にされる、第５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００２４】
　この構成によれば、多様な測定項目が選択可能にされ、さらに、選択された測定項目に
対応した数値が入力情報として入力可能にされるので、介護記録者の記録ミスを発生しに
くくすることができる。
【００２５】
　好適には、第１０の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、排泄タスクが
選択された場合、便をしたか、尿をしたか、及び、排泄を促したのかを含む少なくとも１
つの排泄項目が入力情報として選択可能にされる、第５の発明から第７の発明のいずれか
１つの介護記録プログラムである。
【００２６】
　この構成によれば、多様な排泄項目が選択可能にされるので、介護記録者の記録ミスを
発生しにくくすることができる。
【００２７】
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　好適には、第１１の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、食事タスクが
選択された場合、食事をした時間が入力情報として入力可能とされるとともに、主食と主
菜と副菜との少なくとも１つについて食べた量が入力情報として入力可能にされる、第５
の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００２８】
　この構成によれば、食事タスクが選択された場合、食事をした時間及び食べた量が入力
可能にされるので、食事に関する介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる
。
【００２９】
　好適には、第１２の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、薬を飲んだタ
イミングに関するタスクが選択された場合、薬を飲んだタイミングが入力情報として入力
可能にされる、第５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００３０】
　この構成によれば、薬を飲んだタイミングが入力情報として入力可能にされるので、薬
を飲むタイミングに関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくく
することができる。
【００３１】
　好適には、第１３の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、薬を飲んだか
否かに関するタスクが選択された場合、薬を飲んだか否かが入力情報として入力可能にさ
れる、第５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００３２】
　この構成によれば、薬を飲んだか否かが入力情報として入力可能にされるので、薬を飲
んだか否かに関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくするこ
とができる。
【００３３】
　好適には、第１４の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、リハビリ活動
タスクが選択された場合、リハビリ活動があったか否かが入力情報として入力可能にされ
る、第５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００３４】
　この構成によれば、リハビリ活動が入力情報として入力可能にされるので、リハビリ活
動に関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができ
る。
【００３５】
　好適には、第１５の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、車の発着タイ
ミングに関するタスクが選択された場合、車の到着と車の出発とを含む発着の選択肢が入
力情報として選択可能にされるとともに、選択された発着の選択肢に対応した時刻が入力
情報として入力可能にされる、第５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プロ
グラムである。
【００３６】
　この構成によれば、車の到着と車の出発とを含む発着の選択肢、及び、選択された発着
の選択肢に対応した時刻が入力情報として入力可能にされるので、車の発着タイミングに
関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【００３７】
　好適には、第１６の発明の介護記録プログラムは、第３の工程において、睡眠タスクが
選択された場合、就寝と起床とを含む睡眠の選択肢が入力情報として選択可能にされると
ともに、選択された睡眠の選択肢に対応した時刻が入力情報として入力可能にされる、第
５の発明から第７の発明のいずれか１つの介護記録プログラムである。
【００３８】
　この構成によれば、就寝と起床とを含む睡眠の選択肢、及び、選択された睡眠の選択肢
に対応した時刻が入力情報として入力可能にされるので、睡眠に関する情報を収集しやす
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くし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【００３９】
　第１７の発明の介護記録方法は、コンピュータにより実行される介護記録方法であって
、近距離通信可能な読み取り手段に、読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する近距
離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報を提
供可能な識別部材を検出させる第１の工程と、識別部材から提供された識別情報に基づい
て、読み取り手段により識別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する
第２の工程と、ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする
第３の工程と、読み取り手段により識別部材が検出されなくなった場合、ログイン状態を
解除する第４の工程と、を含む、介護記録方法である。
【００４０】
　第１８の発明の介護記録システムは、介護記録システムであって、近距離通信可能な読
み取り手段に、読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する近距離通信可能な識別部材
であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報を提供可能な識別部材を検
出させる第１の手段と、識別部材から提供された識別情報に基づいて、読み取り手段によ
り識別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の手段と、ログイ
ン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の手段と、読み取
り手段により識別部材が検出されなくなった場合、ログイン状態を解除する第４の手段と
、を備える、介護記録システムである。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明によれば、介護サービスに関する入力情報を入力するための介護記録者の負担を
小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】図１は、本発明の介護記録プログラム、介護記録方法、及び介護記録システムに
関連する構成を説明する構成図である。
【図２】図２は、介護記録方法を説明するためのフローチャートである。
【図３】図３は、ログイン時に最初に表示される主画面である。
【図４】図４は、レクリエーションタスクが選択された場合に表示されるレクリエーショ
ン画面である。
【図５】図５は、レクリエーション画面で「レクリエーション」をタップしたときに表示
されるレクリエーションサブ画面である。
【図６】図６は、バイタル測定タスクが選択された場合に表示されるバイタル測定画面で
ある。
【図７】図７は、排泄タスクが選択された場合に表示される排泄画面である。
【図８】図８は、排泄画面で「排泄」をタップしたときに表示される排泄サブ画面である
。
【図９】図９は、排泄画面で「確認」をタップしたときに表示される確認画面である。
【図１０】図１０は、入浴タスクが選択された場合に表示される入浴画面である。
【図１１】図１１は、入浴画面で「タイミング」をタップしたときに表示される測定タイ
ミング画面である。
【図１２】図１２は、食事タスクが選択された場合に表示される食事画面である。
【図１３】図１３は、食事画面で「食事時間」をタップしたときに表示される食事時間画
面である。
【図１４】図１４は、食事画面で「主食」をタップしたときに表示される主食画面である
。
【図１５】図１５は、食事画面で「主菜」をタップしたときに表示される主菜画面である
。
【図１６】図１６は、薬を飲んだタイミングに関するタスク又は薬を飲んだか否かに関す
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るタスクが選択された場合に表示される薬画面である。
【図１７】図１７は、薬画面で「タイミング」をタップしたときに表示される薬タイミン
グ画面である。
【図１８】図１８は、薬画面で「薬を飲んだ」をタップしたときに表示される摂取画面で
ある。
【図１９】図１９は、リハビリ活動タスクが選択された場合に表示されるリハビリ活動画
面である。
【図２０】図２０は、リハビリ活動画面で「リハビリ活動」をタップしたときに表示され
るリハビリ活動サブ画面である。
【図２１】図２１は、報告タスクが選択された場合に表示される報告画面である。
【図２２】図２２は、車の発着タイミングに関するタスクが選択された場合に表示される
発着画面である。
【図２３】図２３は、発着画面で「レクリエーション」をタップしたときに表示される発
着タイミング画面である。
【図２４】図２４は、睡眠タスクが選択された場合に表示される睡眠画面である。
【図２５】図２５は、睡眠画面で「レクリエーション」をタップしたときに表示される睡
眠タイミング画面である。
【図２６】図２６は、警告方法を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
（全体構成）
　以下、本発明の実施形態に係る介護記録プログラム、介護記録方法、及び介護記録シス
テムについて説明する。図１は、本実施形態の介護記録システム１０に関連する構成を説
明する構成図である。本実施形態では、介護記録方法が介護施設で実施される場合につい
て説明するが、実施場所は病院、家など他の場所であってもよく、すべてが同一の場所で
実施されなくてもよい。本実施形態の介護施設では、介護サービスを受ける介護利用者が
複数入居しており、介護を提供する介護提供者が複数存在し、介護サービスについての記
録を行う介護記録者が複数存在する。介護提供者と介護記録者は同一であってもよく、別
人であってもよい。
【００４４】
（介護記録システム）
　介護記録システム１０は、ネットワーク１５を介して１つ以上の記録者側コンピュータ
２０と通信可能である。介護記録システム１０は、介護サービスに関する記録を残すため
の介護記録サービスを提供する。介護記録サービスは、例えばクラウド型のサービスとし
て提供される。介護記録システム１０は、通信手段１１と記憶手段１２とプロセッサ１３
とを備える。
【００４５】
　通信手段１１はネットワーク１５を介して１つ以上の記録者側コンピュータ２０と接続
可能である。記憶手段１２は、後述の介護記録方法（介護記録処理とも呼ばれる）を記録
者側コンピュータ２０に実行させるための介護記録プログラム３１、介護サービスに関す
る情報を記憶した介護記録情報３２、ログイン情報３３、制限情報３４、及び期限情報３
５を記憶しており、適宜必要な情報を記憶可能である。プロセッサ１３は、介護記録プロ
グラム３１を読み出して実行することにより、介護記録方法を実施する介護記録手段１４
として機能する。介護記録手段１４は、後述のように第１の手段５１から第７の手段５７
を含む。
【００４６】
（記録者側コンピュータ）
　記録者側コンピュータ２０は、介護記録システム１０が提供する介護記録サービスを利
用するための装置である。例えば、介護記録システム１０がウェブサイトとして提供する
介護記録サービスを記録者側コンピュータ２０から汎用的なブラウザ又は他のアプリケー
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ションを介してアクセスして操作する。
【００４７】
　一例において、介護記録システム１０の機能の一部を記録者側コンピュータ２０が実行
してもよく、一例において、記録者側コンピュータ２０の機能の一部を介護記録システム
１０が実行してもよい。一例において、介護記録システム１０と記録者側コンピュータ２
０とが一体化されていてもよい。図１では１つの記録者側コンピュータ２０が示されるが
複数の記録者側コンピュータ２０が、同時に、又は別の時点で介護記録システム１０と通
信可能であってもよい。複数の記録者側コンピュータ２０は、同一の装置であってもよく
、異なる装置であってもよい。
【００４８】
　記録者側コンピュータ２０は、通信手段２１と、表示手段２２、入力手段２３、読み取
り手段２４、記憶手段２５、及びプロセッサ２６を備える。通信手段１１はネットワーク
１５を介して介護記録システム１０と通信可能である。表示手段２２は、例えばタッチパ
ネルディスプレイの表示部分であり、介護記録方法が実施されるときに必要な情報を表示
可能である。入力手段２３は、例えばタッチパネルディスプレイの入力部分であり、介護
記録方法が実施されるときに必要な情報を入力可能である。
【００４９】
　読み取り手段２４は、近距離通信可能であり、読み取り手段２４の読み取り可能範囲内
に存在する近距離通信可能な識別部材４０と通信可能である。識別部材４０は、複数の介
護記録者の各々に割り当てられた識別情報を提供可能である。識別部材４０は、例えばＩ
Ｃチップを組み込んだＩＣカードであり、各介護記録者が携帯している。読み取り手段２
４は載置台を備えており、識別部材４０が載置台に置かれたときに読み取り手段２４が識
別部材４０から識別情報を読み取ることができる。一例において、読み取り可能範囲は、
数ｍｍから数ｃｍといった、読み取り手段２４の載置台を含む狭い範囲に設定されてよい
。
【００５０】
　記憶手段２５は、記録者側プログラム２７を記憶しており、適宜必要な情報を記憶可能
である。プロセッサ２６は、記憶手段２５から記録者側プログラム２７を読み出して実行
することにより記録者側制御手段２８として機能する。記録者側制御手段２８は介護記録
システム１０と通信しながら介護記録方法の実施に必要な処理を記録者側コンピュータ２
０に実現させる。
【００５１】
（介護記録方法）
　以下、介護記録方法について説明する。図２は、介護記録方法を説明するためのフロー
チャートである。介護記録方法に含まれる工程は、矛盾が生じない限り、一部が省略され
てよく、順序が入れ替えられてよく、並列に処理されてよく、部分的に開始及び終了され
てよく、他の工程が追加されてよい。
【００５２】
　ステップＳＴ１：
　まず、ステップＳＴ１において、第１の手段５１（図１）が、読み取り手段２４（図１
）に、読み取り手段２４（図１）の読み取り可能範囲内に存在する識別部材４０（図１）
を検出させる第１の工程を実行する。識別部材４０（図１）が検出された場合、介護記録
方法はステップＳＴ２に進み、識別部材４０（図１）が検出されていない場合、介護記録
方法はステップＳＴ５に進む。例えば、介護記録者のＩＣカードである識別部材４０（図
１）が、読み取り手段２４（図１）の載置台に置かれている場合に、識別部材４０（図１
）が検出された状態となる。
【００５３】
　第１の手段５１（図１）は、ログイン情報３３（図１）に基づいて、正当な識別部材４
０（図１）が検出されたか否かを判定する。例えば、ログイン情報３３（図１）には、介
護記録者のＩＤとパスワードとの対応関係が記憶されている。識別部材４０（図１）は、
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いずれかの介護記録者のＩＤとパスワードを含む識別情報が記憶されている。第１の手段
５１（図１）は、識別部材４０（図１）から取得したＩＤとパスワードが、ログイン情報
３３（図１）に記憶されている情報に一致している場合に、識別部材４０（図１）が検出
されたと判定する。
【００５４】
　ステップＳＴ２：
　ステップＳＴ１で識別部材４０（図１）が検出された場合、第２の手段５２（図１）は
、識別部材４０（図１）から提供された識別情報に基づいて、介護記録システム１０（図
１）をログイン状態に遷移させるか、又はログイン状態を維持する。介護記録者が介護記
録システム１０（図１）にログインしていない状態で識別部材４０（図１）が検出された
場合、介護記録システム１０（図１）は新規にログイン状態に遷移する。既に介護記録者
が介護記録システム１０（図１）にログインしている状態で識別部材４０（図１）が検出
された場合、介護記録システム１０（図１）はログイン状態を維持する。すなわち、読み
取り手段２４（図１）により識別部材４０（図１）が検出されている間、継続的にログイ
ン状態が維持される。
【００５５】
　ステップＳＴ３：
　ステップＳＴ２に続いて、第３の手段５３（図１）は、ログイン状態において、介護サ
ービスに関する入力情報を入力可能にする第３の工程を実行する。入力情報の詳細につい
ては後述する。ステップＳＴ３の後、介護記録方法はステップＳＴ５に進む。一例におい
て、識別された介護記録者により入力可能な入力情報は、入力情報の制限について規定し
た制限情報３４（図１）に基づいて制限される。例えば、介護記録者ごとに、担当として
割り当てられた介護利用者、又は割り当てられたタスクに関する入力情報のみが入力可能
とされる。
【００５６】
　ステップＳＴ４：
　ステップＳＴ１で識別部材４０（図１）が検出されていない場合、第４の手段５４（図
１）は、ログイン状態を解除する第４の工程を実行し、介護記録方法が終了する。介護記
録者のＩＣカードである識別部材４０（図１）が、読み取り手段２４（図１）の載置台か
ら取り除かれた場合に、識別部材４０（図１）が検出されていない状態となる。ログイン
状態が解除されるとステップＳＴ３での入力情報の入力ができなくなる。一例において、
ログイン状態が解除された場合、すべての操作が不能とされてもよく、部分的に操作が不
能にされてもよい。
【００５７】
　ステップＳＴ５：
　ステップＳＴ３に続いて、第５の手段５５（図１）は、ログイン状態において、ステッ
プＳＴ３で入力された入力情報と、ステップＳＴ１で識別された介護記録者とを対応付け
た介護記録情報３２（図１）を記憶手段１２（図１）に記憶する第５の工程を実行する。
【００５８】
（入力情報）
　介護記録方法のステップＳＴ３（図２）において、どのようにして介護に関する入力情
報が入力可能にされるかについて、画面の例を示しながら説明する。表示内容は例示であ
り、限定されるわけではない。画面は、介護記録手段１４が記録者側制御手段２８の表示
手段２２に表示させる。介護記録者が表示された部分をタッチするにより選択及び入力を
行い、選択及び入力結果が介護記録手段１４に送信される。
【００５９】
　図３は、ログイン状態に遷移したとき表示手段２２に最初に表示される例示的な主画面
６０である。主画面６０では、複数の介護利用者のうちの２人以上の介護利用者が１つの
画面に選択可能に表示される。一例において介護利用者は１人であってもよい。主画面６
０では、入力セット６１として、表示された２人以上の介護利用者の各々に対応付けて、
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介護利用者ごとに、介護サービスの内容に関連した１つ以上のタスクが選択可能に表示さ
れる。入力情報は介護利用者、少なくとも１つのタスク、及びタスクに関連したサブ情報
を含む。
【００６０】
　より詳細には、主画面６０には複数の入力セット６１が表示される。入力セット６１は
横長の行として介護利用者ごとに区切られており、入力セット６１内に介護利用者名６２
と複数のタスクアイコン６３が表示される。例えば最下段には介護利用者名６２として「
利用者６」という名前が表示されており、「利用者６」に関連したタスクを選択するため
のタスクアイコン６３として第１のアイコン６３－１から第１１のアイコン６３－１１が
表示される。タスクアイコン６３を選択すれば、入力セット６１に対応した介護利用者が
自動的に認識される。他の入力セット６１は、それぞれ別の介護利用者に対応している。
【００６１】
　第１のアイコン６３－１をタップするとレクリエーションタスクが選択される。第２の
アイコン６３－２をタップするとバイタル測定タスクが選択される。第３のアイコン６３
－３をタップすると排泄タスクが選択される。第４のアイコン６３－４をタップすると入
浴タスクが選択される。第５のアイコン６３－５をタップすると食事タスクが選択される
。第６のアイコン６３－６をタップすると薬を飲んだタイミングに関するタスクが選択さ
れる。第７のアイコン６３－７をタップすると薬を飲んだか否かに関するタスクが選択さ
れる。第８のアイコン６３－８をタップするとリハビリ活動タスクが選択される。第９の
アイコン６３－９をタップすると報告を入力するための報告タスクが選択される。第１０
のアイコン６３－１０をタップすると車の発着タイミングに関するタスクが選択される。
第１１のアイコン６３－１１をタップすると睡眠タスクが選択される。
【００６２】
（各タスク）
　以下、タスクの選択に応じた画面表示について説明する。入力情報は、選択項目、サブ
情報、入力内容、及び選択内容を含む。同様の選択項目については重複した説明はしない
。他の例において、選択的に入力する項目が数値又は文字列で入力されてもよく、数値で
入力される項目が選択的に入力されてもよい。選択という用語は、列記された項目から選
ぶことに限られず、文字列による入力を含んでよい。
【００６３】
　図４は、レクリエーションタスクが選択された場合に表示されるレクリエーション画面
７０である。レクリエーション画面７０にはサブ情報を入力するための「履歴」、「時刻
」、「担当」、「レクリエーション」、及び「特記事項」の選択項目が表示される。レク
リエーション画面７０（図４）で「履歴」をタップすると、新規作成であるか更新である
かなどが入力可能となる。レクリエーション画面７０（図４）で「時刻」をタップすると
タスク実行時刻を入力可能となる。時刻は記録入力時刻が自動的に入力されてもよい。
【００６４】
　「担当」は介護記録者が自動的に入力される。「担当」は手入力されてもよい。「担当
」に介護を実際に行った人を入力可能とされてもよい。「特記事項」として、特に報告す
べき事象があるか否かを示す「特変」、申し送り事項があるか否かを示す「申し送り」、
ヒヤリハットの事象があったか否かを示す「ヒヤリハット」が選択可能である。
【００６５】
　レクリエーション画面７０（図４）で「レクリエーション」をタップすると図５のよう
なレクリエーションサブ画面７１が表示される。レクリエーションサブ画面７１では「な
し」（入力する情報がないことを示す）、「おやつ作り」、「カラオケ」、「花見」、「
脳トレ」、「風船バレー」、及び「編み物」のうちの少なくとも１つを含むレクリエーシ
ョン項目がサブ情報として選択可能にされる。
【００６６】
　図６は、バイタル測定タスクが選択された場合に表示されるバイタル測定画面７２であ
る。バイタル測定画面７２にはサブ情報を入力するための「履歴」、「時刻」、「担当」
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、「体温」、「血圧」、「脈拍」、及び「体重」の選択項目が表示される。バイタル測定
画面７２（図６）で「体温」をタップすると体温が数値として入力可能になる。バイタル
測定画面７２（図６）で「血圧」をタップすると血圧が数値として入力可能になる。「脈
拍」をタップすると脈拍が数値として入力可能になる。バイタル測定画面７２（図６）で
「体重」をタップすると数値として体重が入力可能になる。
【００６７】
　図７は、排泄タスクが選択された場合に表示される排泄画面７３である。排泄画面７３
にはサブ情報を入力するための「履歴」、「時刻」、「担当」、「排泄」、「確認」、及
び「特記事項」の選択項目が表示される。排泄画面７３（図７）で「排泄」をタップする
と図８の排泄サブ画面７４が表示され、「なし」（入力する情報がないことを示す）、「
便」（便をしたことを示す）、「尿」（尿をしたことを示す）、及び、「促し」（排泄を
促したことを示す）という排泄項目がサブ情報として選択可能にされる。
【００６８】
　排泄画面７３（図７）で「確認」をタップすると図９の確認画面７５が表示され、タス
クに関連する行為を介護利用者がしたか否かの確認方法が入力情報として選択可能にされ
る。より詳細には、確認方法として、「なし」（入力する情報がないことを示す）、「口
頭確認」（口頭により確認したことを示す）、「職員確認」（介護を提供した職員が行為
を直接確認したことを示す）、「未確認」（確認していないことを示す）、及び、「促し
のみ」（行為を促したのみであることを示す）がサブ情報として選択可能にされる。なお
、他のタスクに対して、同一の又は異なる確認方法が入力可能にされてよい。
【００６９】
　図１０は、入浴タスクが選択された場合に表示される入浴画面７６である。入浴画面７
６にはサブ情報を入力するための「履歴」、「タイミング」、「時刻」、「担当」、「体
温」、「血圧」、「脈拍」、及び「体重」の選択項目が表示される。入浴画面７６（図１
０）で「タイミング」をタップすると、図１１の測定タイミング画面７７が表示される。
測定タイミング画面７７では、「体温」、「血圧」、「脈拍」、及び「体重」を測定した
タイミングとして「なし」（入力する情報がないことを示す）、「入浴前」、及び「入浴
後」がサブ情報として選択可能にされる。
【００７０】
　図１２は、食事タスクが選択された場合に表示される食事画面７８である。食事画面７
８にはサブ情報を入力するための「履歴」、「時刻」、「担当」、「食事時間」、「主食
」、「主菜」、「副菜」、及び「口腔ケア」の選択項目が表示される。食事画面７８（図
１２）で「食事時間」をタップすると図１３のような食事をした時間を選択するための食
事時間画面７９が表示される。食事時間画面７９では「なし」（入力する情報がないこと
を示す）、「朝」、「昼」、「夜」がサブ情報として選択可能にされる。
【００７１】
　食事画面７８（図１２）で「主食」をタップすると図１４のような食べた量を選択する
ための主食画面８０が表示される。主食画面８０では「なし」（入力する情報がないこと
を示す）、「完食」、「３／４」（食べた割合が３／４であることを示す）、「１／２」
（食べた割合が１／２であることを示す）、「１／４」（食べた割合が１／４であること
を示す）、及び「食べなかった」がサブ情報として選択可能にされる。
【００７２】
　食事画面７８（図１２）で「主菜」をタップすると図１５のような食べた量を選択する
ための主菜画面８１が表示される。主菜画面８１は主食画面８０と同様である。食事画面
７８（図１２）で「副菜」をタップした場合も主食画面８０及び主菜画面８１と同様の表
示がされ、同様の選択が可能となる。食事画面７８（図１２）で「口腔ケア」の選択項目
では、口腔ケアをしたか否かをチェックすることができる。
【００７３】
　図１６は、薬を飲んだタイミングに関するタスク又は薬を飲んだか否かに関するタスク
が選択された場合に表示される薬画面８２である。薬画面８２にはサブ情報を入力するた
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めの「履歴」、「時刻」、「担当」、「タイミング」、及び「薬を飲んだ」の選択項目が
表示される。薬画面８２（図１６）で「タイミング」をタップすると、図１７の薬タイミ
ング画面８３が表示される。薬タイミング画面８３では薬を飲んだタイミングとして「な
し」（入力する情報がないことを示す）、「朝」、「昼」、「夜」、「就寝前」、及び「
その他」がサブ情報として選択可能にされる。薬画面８２（図１６）で「薬を飲んだ」を
タップすると、図１８の摂取画面８４が表示される。摂取画面８４では「はい」（薬を飲
んだことを示す）、及び「いいえ」（薬を飲んでいないことを示す）がサブ情報として選
択可能にされる。
【００７４】
　図１９は、リハビリ活動タスクが選択された場合に表示されるリハビリ活動画面８５で
ある。リハビリ活動画面８５にはサブ情報を入力するための「履歴」、「担当」、「リハ
ビリ活動」、「時刻」、及び「特記事項」の選択項目が表示される。リハビリ活動画面８
５（図１９）で「リハビリ活動」をタップすると、図２０のようなリハビリ活動サブ画面
８６が表示される。リハビリ活動サブ画面８６では、「あり」（リハビリ活動があったこ
とを示す）、及び「なし」（リハビリ活動がなかったことを示す）がサブ情報として選択
可能にされる。
【００７５】
　図２１は、報告タスクが選択された場合に表示される報告画面８７である。報告画面８
７にはサブ情報を入力するための「履歴」、「時刻」、「担当」、及び「特記事項」の選
択項目が表示される。
【００７６】
　図２２は、車の発着タイミングに関するタスクが選択された場合に表示される発着画面
８８である。発着画面８８にはサブ情報を入力するための「履歴」、「担当」、「タイミ
ング」、「時刻」、及び「特記事項」の選択項目が表示される。発着画面８８（図２２）
で「タイミング」をタップすると図２３のような発着タイミング画面８９が表示される。
発着タイミング画面８９では「なし」（入力する情報がないことを示す）、「到着」（車
の到着を示す）、及び「出発」（車の出発を示す）という発着の選択肢がサブ情報として
選択可能にされる。発着画面８８（図２２）で「時刻」をタップすると、発着タイミング
画面８９で選択された発着の選択肢に対応した時刻が入力可能にされる。
【００７７】
　図２４は、睡眠タスクが選択された場合に表示される睡眠画面９０である。睡眠画面９
０にはサブ情報を入力するための「履歴」、「担当」、「タイミング」、「時刻」、及び
「特記事項」の選択項目が表示される。睡眠画面９０（図２４）で「タイミング」をタッ
プすると図２５のような睡眠タイミング画面９１が表示される。睡眠タイミング画面９１
は、「なし」（入力する情報がないことを示す）、「就寝」、及び「起床」という睡眠の
選択肢がサブ情報として選択可能にされる。睡眠画面９０（図２４）で「時刻」をタップ
すると、睡眠タイミング画面９１で選択された睡眠の選択肢に対応した時刻が入力可能に
される。
【００７８】
（警告方法）
　以下、介護記録方法に含まれる警告方法について説明する。図２６は、警告方法を説明
するためのフローチャートである。
【００７９】
　ステップＳＴ６：
　ステップＳＴ６において、第６の手段５６（図１）は、入力情報に対する入力期限を規
定した期限情報３５（図１）に基づいて、入力期限を過ぎても入力されていない入力情報
があるか否かを判定する第６の工程を実行する。入力期限を過ぎても入力されていない入
力情報がなければ警告方法が終了する。一例において、期限情報３５（図１）は、介護利
用者ごとに設定可能である。
【００８０】
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　ステップＳＴ７：
　ステップＳＴ６において、入力期限を過ぎても入力されていない入力情報があると判定
された場合、ステップＳＴ７において、第７の手段５７（図１）が、入力期限を過ぎても
入力されていない入力情報に関する警告をする第７の工程を実行する。一例において、図
３の主画面６０において、警告の対象となる介護利用者のタスクアイコン６３が点滅する
ことにより警告が実行される。一例において、タスクアイコン６３をタップした後の各画
面で、警告対象となる選択項目が点滅することにより警告が実行される。
【００８１】
　例えば、介護利用者である「利用者１」について、薬を飲んだタイミングの入力期限が
１３：００である場合、１３：００になっても薬を飲んだタイミングの入力がされていな
いとき、図３の第６のアイコン６３－６が点滅表示される。警告はログイン状態において
行われてもよく、ログイン状態にかかわらず行われてもよい。警告は、音声、文字など他
の手段により行われてもよい。
【００８２】
　介護記録システム１０及び記録者側コンピュータ２０として、限定されないが、例えば
、分散型コンピュータ、サーバー用コンピュータ、デスクトップパソコン、スマートフォ
ン、携帯情報端末、ラップトップパソコン、タブレットパソコン、テレビ、及びこれらの
組み合わせが挙げられる。
【００８３】
　ネットワーク１５として、限定されないが、例えば、インターネット、イントラネット
、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、有線通信網、
無線通信網、テレビ通信網、衛星通信網、音響による通信といった種々の通信経路が挙げ
られる。
【００８４】
　通信手段１１及び通信手段２１の通信方式として、限定されないが、例えば、有線（例
えば、光ファイバ、電話回線、電力線）、無線（例えば、無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）、移動体通信回線、赤外線通信、近距離無線通信）が挙げられる。
【００８５】
　記憶手段１２及び記憶手段２５の種類として、限定されないが、例えば、読み出し専用
メモリ、読み書き可能なメモリ、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、有形の非一時的記録媒
体、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００８６】
　表示手段２２として、限定されないが、例えば、タッチパネル式ディスプレイ、表示専
用ディスプレイ、テレビが挙げられる。
【００８７】
　入力手段２３として、限定されないが、例えば、タッチパネル式ディスプレイ、キーボ
ード、マウス、タッチパッド、トラックボール、音声認識装置が挙げられる。
【００８８】
　本開示においてプロセッサ１３及び各種プログラムにより実現される構成を含む種々の
構成の一部又はすべてが、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）といったハードウェアによ
り実現されてもよい。
【００８９】
（まとめ）
　本実施形態によれば、介護記録者が読み取り手段２４の読み取り可能範囲内に識別部材
４０を配置するだけで介護サービスに関する入力情報を入力可能なログイン状態にするこ
とができ、さらに、識別部材４０を読み取り可能範囲外に移動させるだけでログイン状態
を解除することができるので、介護記録者が手入力で識別情報を入力する場合に比べて、
入力情報を入力するための介護記録者の負担を小さくすることができる。
【００９０】
　本実施形態によれば、自動的に入力情報と介護記録者とを対応付けた介護記録情報３２
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が記憶されるので、介護記録者が自分の情報を手入力する場合に比べて、介護記録者の負
担が少なく、正確に介護記録情報３２を記憶させることができる。
【００９１】
　本実施形態によれば、識別された介護記録者により入力可能な入力情報が制限情報３４
に基づいて制限されるので、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【００９２】
　本実施形態によれば、入力期限を過ぎても入力されていない入力情報に関する警告がさ
れるので、介護の実行の忘れ、又は介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができ
る。
【００９３】
　本実施形態によれば、表示された２人以上の介護利用者の各々に対応付けて、別々に１
つ以上のタスクが選択可能に表示されるので、介護記録者が介護利用者とタスクとの対応
付けを間違いにくくすることができる。
【００９４】
　本実施形態によれば、入力情報としてタスクが選択可能とされ、及び、選択されたタス
クに応じたサブ情報を入力可能にされるので、入力事項を明確にして介護記録者の記録ミ
スを発生しにくくしながら、様々なタスクに応じたサブ情報を入力可能にすることができ
る。
【００９５】
　本実施形態によれば、タスクに関連する行為を介護利用者がしたか否かの確認方法が選
択可能にされるので、介護のし忘れを防止することができ、さらに、排便などの介護を提
供した職員が確認しにくい行為についても情報を収集しやすくすることができる。
【００９６】
　本実施形態によれば、多様なレクリエーション項目が選択可能にされるので、介護記録
者の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【００９７】
　本実施形態によれば、多様な測定項目が選択可能にされ、さらに、選択された測定項目
に対応した数値が入力情報として入力可能にされるので、介護記録者の記録ミスを発生し
にくくすることができる。
【００９８】
　本実施形態によれば、多様な排泄項目が選択可能にされるので、介護記録者の記録ミス
を発生しにくくすることができる。
【００９９】
　本実施形態によれば、食事タスクが選択された場合、食事をした時間及び食べた量が入
力可能にされるので、食事に関する介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができ
る。
【０１００】
　本実施形態によれば、薬を飲んだタイミングが入力情報として入力可能にされるので、
薬を飲むタイミングに関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにく
くすることができる。
【０１０１】
　本実施形態によれば、薬を飲んだか否かが入力情報として入力可能にされるので、薬を
飲んだか否かに関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくする
ことができる。
【０１０２】
　本実施形態によれば、リハビリ活動が入力情報として入力可能にされるので、リハビリ
活動に関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることがで
きる。
【０１０３】
　本実施形態によれば、車の到着と車の出発とを含む発着の選択肢、及び、選択された発
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着の選択肢に対応した時刻が入力情報として入力可能にされるので、車の発着タイミング
に関する情報を収集しやすくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる
。
【０１０４】
　本実施形態によれば、就寝と起床とを含む睡眠の選択肢、及び、選択された睡眠の選択
肢に対応した時刻が入力情報として入力可能にされるので、睡眠に関する情報を収集しや
すくし、介護記録者の記録ミスを発生しにくくすることができる。
【０１０５】
　本発明は上述した実施形態には限定されない。すなわち、当業者は、本発明の技術的範
囲又はその均等の範囲内において、上述した実施形態の構成要素に関し、様々な変更、コ
ンビネーション、サブコンビネーション、並びに代替を行ってもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明は、介護サービスに関する記録を行う用途に適用可能である。
【符号の説明】
【０１０７】
　１０…　介護記録システム
　１１…　通信手段
　１２…　記憶手段
　１３…　プロセッサ
　１４…　介護記録手段
　１５…　ネットワーク
　２０…　記録者側コンピュータ
　２１…　通信手段
　２２…　表示手段
　２３…　入力手段
　２４…　読み取り手段
　２５…　記憶手段
　２６…　プロセッサ
　２７…　記録者側プログラム
　２８…　記録者側制御手段
　３１…　介護記録プログラム
　３２…　介護記録情報
　３３…　ログイン情報
　３４…　制限情報
　３５…　期限情報
　４０…　識別部材
　５１…　第１の手段
　５２…　第２の手段
　５３…　第３の手段
　５４…　第４の手段
　５５…　第５の手段
　５６…　第６の手段
　５７…　第７の手段
　６０…　主画面
　６１…　入力セット
　６２…　介護利用者名
　６３…　タスクアイコン
　６３－１…　第１のアイコン
　６３－２…　第２のアイコン
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　６３－３…　第３のアイコン
　６３－４…　第４のアイコン
　６３－５…　第５のアイコン
　６３－６…　第６のアイコン
　６３－７…　第７のアイコン
　６３－８…　第８のアイコン
　６３－９…　第９のアイコン
　６３－１０…　第１０のアイコン
　６３－１１…　第１１のアイコン
　７０…　レクリエーション画面
　７１…　レクリエーションサブ画面
　７２…　バイタル測定画面
　７３…　排泄画面
　７４…　排泄サブ画面
　７５…　確認画面
　７６…　入浴画面
　７７…　測定タイミング画面
　７８…　食事画面
　７９…　食事時間画面
　８０…　主食画面
　８１…　主菜画面
　８２…　薬画面
　８３…　薬タイミング画面
　８４…　摂取画面
　８５…　リハビリ活動画面
　８６…　リハビリ活動サブ画面
　８７…　報告画面
　８８…　発着画面
　８９…　発着タイミング画面
　９０…　睡眠画面
　９１…　睡眠タイミング画面
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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月24日(2021.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　介護記録処理をコンピュータに実行させる介護記録プログラムであって、
　近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する
近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報
を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の工程と、
　前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前記識
別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の工程と、
　前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を介護記録者が入力可能に
する第３の工程と、
　前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を
解除する第４の工程と、
　をコンピュータに実行させる介護記録プログラムであって、
　前記第３の工程において、前記介護サービスを受ける複数の介護利用者のうちの２人以
上の前記介護利用者が１つの画面に表示され、
　前記第３の工程において、表示された２人以上の前記介護利用者の各々に対応付けて、
前記介護利用者ごとに、前記介護サービスの内容に関連した２つ以上のタスクが選択可能
に前記一つの画面に表示され、
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　前記第３の工程において、レクリエーションタスク、バイタル測定タスク、排泄タスク
、入浴タスク、食事タスク、薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬を飲んだか否かに
関するタスク、リハビリ活動タスク、報告タスク、車の発着タイミングに関するタスク、
睡眠タスクのうちの少なくとも１つのタスクが前記入力情報として前記介護記録者によっ
て選択可能とされ、及び、選択された前記タスクに応じたサブ情報を前記入力情報として
入力可能にされ、
　前記介護記録者によって前記サブ情報が入力されると、当該サブ情報が入力されたタス
クの担当者として前記選択を行った前記介護記録者が自動的に割り当てられる、
　介護記録プログラム。
【請求項２】
　前記ログイン状態において、前記入力情報と識別された前記介護記録者とを対応付けた
介護記録情報を記憶する第５の工程をさらに含む、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項３】
　前記第３の工程において、識別された前記介護記録者により入力可能な前記入力情報が
、前記入力情報の制限について規定した制限情報に基づいて制限される、
　請求項１又は請求項２に記載の介護記録プログラム。
【請求項４】
　前記入力情報に対する入力期限を規定した期限情報に基づいて、前記入力期限を過ぎて
も入力されていない前記入力情報があるか否かを判定する第６の工程と、
　前記入力期限を過ぎても入力されていない前記入力情報がある場合、前記入力期限を過
ぎても入力されていない前記入力情報に関する警告をする第７の工程と、
　をさらに含む、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の介護記録プログラム。
【請求項５】
　前記第３の工程において、前記タスクに関連する行為を前記介護利用者がしたか否かの
確認方法が前記入力情報として選択可能にされ、
　前記確認方法が、口頭により確認したことと、介護を提供した職員が行為を直接確認し
たことと、確認していないことと、行為を促したのみであることとを含む、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項６】
　前記第３の工程において、前記レクリエーションタスクが選択された場合、おやつ作り
、カラオケ、花見、脳トレ、風船バレー、及び編み物のうちの少なくとも１つを含むレク
リエーション項目が前記入力情報として選択可能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項７】
　前記第３の工程において、前記バイタル測定タスクと前記入浴タスクとの少なくとも一
方が選択された場合、体温、血圧、脈拍、及び体重のうちの少なくとも１つの測定項目が
前記入力情報として選択可能にされ、
　前記第３の工程において、前記測定項目が選択された場合、選択された前記測定項目に
対応した数値が前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項８】
　前記第３の工程において、前記排泄タスクが選択された場合、便をしたか、尿をしたか
、及び、排泄を促したのかを含む少なくとも１つの排泄項目が前記入力情報として選択可
能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項９】
　前記第３の工程において、前記食事タスクが選択された場合、食事をした時間が前記入
力情報として入力可能とされるとともに、主食と主菜と副菜との少なくとも１つについて
食べた量が前記入力情報として入力可能にされる、
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　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項１０】
　前記第３の工程において、前記薬を飲んだタイミングに関するタスクが選択された場合
、薬を飲んだタイミングが前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項１１】
　前記第３の工程において、前記薬を飲んだか否かに関するタスクが選択された場合、薬
を飲んだか否かが前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項１２】
　前記第３の工程において、前記リハビリ活動タスクが選択された場合、リハビリ活動が
あったか否かが前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項１３】
　前記第３の工程において、前記車の発着タイミングに関するタスクが選択された場合、
車の到着と車の出発とを含む発着の選択肢が前記入力情報として選択可能にされるととも
に、選択された前記発着の選択肢に対応した時刻が前記入力情報として入力可能にされる
、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項１４】
　前記第３の工程において、前記睡眠タスクが選択された場合、就寝と起床とを含む睡眠
の選択肢が前記入力情報として選択可能にされるとともに、選択された前記睡眠の選択肢
に対応した時刻が前記入力情報として入力可能にされる、
　請求項１に記載の介護記録プログラム。
【請求項１５】
　コンピュータにより実行される介護記録方法であって、
　近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する
近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報
を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の工程と、
　前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前記識
別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の工程と、
　前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の工
程と、
　前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を
解除する第４の工程と、
　を含む介護記録方法であって、
　前記第３の工程において、前記介護サービスを受ける複数の介護利用者のうちの２人以
上の前記介護利用者が１つの画面に表示され、
　前記第３の工程において、表示された２人以上の前記介護利用者の各々に対応付けて、
前記介護利用者ごとに、前記介護サービスの内容に関連した２つ以上のタスクが選択可能
に前記一つの画面に表示され、
　前記第３の工程において、レクリエーションタスク、バイタル測定タスク、排泄タスク
、入浴タスク、食事タスク、薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬を飲んだか否かに
関するタスク、リハビリ活動タスク、報告タスク、車の発着タイミングに関するタスク、
睡眠タスクのうちの少なくとも１つのタスクが前記入力情報として前記介護記録者によっ
て選択可能とされ、及び、選択された前記タスクに応じたサブ情報を前記入力情報として
入力可能にされ、
　前記介護記録者によって前記サブ情報が入力されると、当該サブ情報が入力されたタス
クの担当者として前記選択を行った前記介護記録者が自動的に割り当てられる、
　介護記録方法。
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【請求項１６】
　介護記録システムであって、
　近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する
近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報
を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の手段と、
　前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前記識
別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の手段と、
　前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の手
段と、
　前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を
解除する第４の手段と、
　を備える、介護記録システムであって、
　前記第３の手段は、前記介護サービスを受ける複数の介護利用者のうちの２人以上の前
記介護利用者が１つの画面に表示し、
　前記第３の手段は、表示された２人以上の前記介護利用者の各々に対応付けて、前記介
護利用者ごとに、前記介護サービスの内容に関連した２つ以上のタスクが選択可能に前記
一つの画面に表示し、
　前記第３の手段は、レクリエーションタスク、バイタル測定タスク、排泄タスク、入浴
タスク、食事タスク、薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬を飲んだか否かに関する
タスク、リハビリ活動タスク、報告タスク、車の発着タイミングに関するタスク、睡眠タ
スクのうちの少なくとも１つのタスクが前記入力情報として前記介護記録者によって選択
可能とされ、及び、選択された前記タスクに応じたサブ情報を前記入力情報として入力可
能とし、
　前記介護記録者によって前記サブ情報が入力されると、当該サブ情報が入力されたタス
クの担当者として前記選択を行った前記介護記録者を自動的に割り当てる、
　介護記録システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した従来技術の問題点を解決し、上述した目的を達成するために、本発明は、介護
記録処理をコンピュータに実行させる介護記録プログラムであって、近距離通信可能な読
み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する近距離通信可能な識別
部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報を提供可能な前記識別
部材を検出させる第１の工程と、前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、
前記読み取り手段により前記識別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持
する第２の工程と、前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を介護記
録者が入力可能にする第３の工程と、前記読み取り手段により前記識別部材が検出されな
くなった場合、前記ログイン状態を解除する第４の工程と、をコンピュータに実行させる
介護記録プログラムであって、前記第３の工程において、前記介護サービスを受ける複数
の介護利用者のうちの２人以上の前記介護利用者が１つの画面に表示され、前記第３の工
程において、表示された２人以上の前記介護利用者の各々に対応付けて、前記介護利用者
ごとに、前記介護サービスの内容に関連した２つ以上のタスクが選択可能に前記一つの画
面に表示され、前記第３の工程において、レクリエーションタスク、バイタル測定タスク
、排泄タスク、入浴タスク、食事タスク、薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬を飲
んだか否かに関するタスク、リハビリ活動タスク、報告タスク、車の発着タイミングに関
するタスク、睡眠タスクのうちの少なくとも１つのタスクが前記入力情報として前記介護
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記録者によって選択可能とされ、及び、選択された前記タスクに応じたサブ情報を前記入
力情報として入力可能にされ、前記介護記録者によって前記サブ情報が入力されると、当
該サブ情報が入力されたタスクの担当者として前記選択を行った前記介護記録者が自動的
に割り当てられる、介護記録プログラムである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　本発明は、コンピュータにより実行される介護記録方法であって、近距離通信可能な読
み取り手段に、前記読み取り手段の読み取り可能範囲内に存在する近距離通信可能な識別
部材であって、複数の介護記録者の各々に割り当てられた識別情報を提供可能な前記識別
部材を検出させる第１の工程と、前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、
前記読み取り手段により前記識別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持
する第２の工程と、前記ログイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可
能にする第３の工程と、前記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合
、前記ログイン状態を解除する第４の工程と、を含む介護記録方法であって、前記第３の
工程において、前記介護サービスを受ける複数の介護利用者のうちの２人以上の前記介護
利用者が１つの画面に表示され、前記第３の工程において、表示された２人以上の前記介
護利用者の各々に対応付けて、前記介護利用者ごとに、前記介護サービスの内容に関連し
た２つ以上のタスクが選択可能に前記一つの画面に表示され、前記第３の工程において、
レクリエーションタスク、バイタル測定タスク、排泄タスク、入浴タスク、食事タスク、
薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬を飲んだか否かに関するタスク、リハビリ活動
タスク、報告タスク、車の発着タイミングに関するタスク、睡眠タスクのうちの少なくと
も１つのタスクが前記入力情報として前記介護記録者によって選択可能とされ、及び、選
択された前記タスクに応じたサブ情報を前記入力情報として入力可能にされ、前記介護記
録者によって前記サブ情報が入力されると、当該サブ情報が入力されたタスクの担当者と
して前記選択を行った前記介護記録者が自動的に割り当てられる、介護記録方法である。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明は、介護記録システムであって、近距離通信可能な読み取り手段に、前記読み取
り手段の読み取り可能範囲内に存在する近距離通信可能な識別部材であって、複数の介護
記録者の各々に割り当てられた識別情報を提供可能な前記識別部材を検出させる第１の手
段と、前記識別部材から提供された前記識別情報に基づいて、前記読み取り手段により前
記識別部材が検出されている間、継続的にログイン状態を維持する第２の手段と、前記ロ
グイン状態において、介護サービスに関する入力情報を入力可能にする第３の手段と、前
記読み取り手段により前記識別部材が検出されなくなった場合、前記ログイン状態を解除
する第４の手段と、を備える、介護記録システムであって、前記第３の手段は、前記介護
サービスを受ける複数の介護利用者のうちの２人以上の前記介護利用者が１つの画面に表
示し、前記第３の手段は、表示された２人以上の前記介護利用者の各々に対応付けて、前
記介護利用者ごとに、前記介護サービスの内容に関連した２つ以上のタスクが選択可能に
前記一つの画面に表示し、前記第３の手段は、レクリエーションタスク、バイタル測定タ
スク、排泄タスク、入浴タスク、食事タスク、薬を飲んだタイミングに関するタスク、薬
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を飲んだか否かに関するタスク、リハビリ活動タスク、報告タスク、車の発着タイミング
に関するタスク、睡眠タスクのうちの少なくとも１つのタスクが前記入力情報として前記
介護記録者によって選択可能とされ、及び、選択された前記タスクに応じたサブ情報を前
記入力情報として入力可能とし、前記介護記録者によって前記サブ情報が入力されると、
当該サブ情報が入力されたタスクの担当者として前記選択を行った前記介護記録者を自動
的に割り当てる、介護記録システムである。
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